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キノコの世界 

キノコといえばマッタケが代表選手で、「ならやま」では５０年ほどまえにはたく

さんとれたそうですが、今では一本も見つかりません。しかし秋に山の中に入ると

いろいろなキノコに出あえます。 

食べられるキノコ、食べてもおいしくないキノコ、毒のあるキノコなどあります。 

ここにのせているキノコは食べられるキノコですが、形がよく似た毒キノコもあり

ますので、山に生えているキノコは絶対に食べないようにしましょう。 

 

シイタケ 

かれたコナラの丸太を利用して、林の中で作っています。 

毎年、２月ごろに子供たちにシイタケ菌(きん)を植え込んでも

らっています。春と秋の２回とれます。 

エノキタケ ヒラタケ マツオウジ 

秋の終わりごろから冬や春の

寒い時期に、コナラの切り株

で時々発生します。 

何本もかたまって生え、黄褐

色です。スーパーマーケット

で売っているのは、室内でさ

いばいされたものです。 

秋の終わりから冬にコナ

ラの切り株や倒れた太い

幹に発生します。灰色（時

にかっ色や青色がかか

る）のキノコで、かさの長

さが１０ｃｍ前後、何段

にも重なって生えます。 

夏から秋にかれたマツ

の幹にあらわれます。

かさの直径は５～１０

ｃｍで、時には２０㎝

のものもあります。か

さは白色やうすいかっ

色です。 
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キノコの世界 

スーパーマーケットに行くと、シイタケやエノキタケなど人

工的にさいばいされたキノコが並んでいますが、山に入ると

コナラなど枯れ木の上で、食べられる自然のものがいろいろ

見つかります。探してみましょう。 

ただし、よく似た毒キノコもありますので、見るだけで食べ

ないで下さい。 

ハナビラニカワタケ 

夏から秋にコナラのかれた

枝に発生します。 

うすくてかっ色のくねくね

曲がった花びらのようなも

のが何枚も重なっています。

店で売っているキクラゲに

形がよく似ています。 

シロキクラゲ 

夏から秋にコナラのかれ

た枝でときどき見つかり

ます。 

ハナビラニカワタケに形

はよく似ていますが、キノ

コの色は白色です。 

ヤマブシタケ 

夏の終わりから秋にコナ

ラのたおれている木や切

り株に発生します。 

白くて針のかたまりのよ

うな変わった形をしたキ

ノコです。 

ムラサキシメジ 

秋に里山林内の地面か

ら顔を出します。 

うすい紫色で何本もの

キノコが輪になりま

す。かさの裏は紫色が

もっとこいです。 

ハタケシメジ 

秋に地面からにょっきりあ

らわれます。 

かさの直径は２~１０㎝で

オリーブ色がかったかっ色

です。何本もいっしょにか

たまって生えます。 

ヌメリスギタケ 

２０１８年の秋にコナラの丸

太で見つかりました。 

黄かっ色のキノコで何本

もかたまって生えます。 
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キノコの世界 

形や色でおいしそうに見えても毒があって絶対に食べて

はいけないキノコ、食べない方がよいキノコもたくさん

生えています。 

ツキヨタケ 

夏から秋にコナラのかれ木の幹に

並んでいます。形や色はシイタケ

そっくりですが、毒キノコですの

で食べてはいけません。 

コテングダケモドキ 

夏に林の中の地面から生

えています。シイタケの

ように茶色ですが、かさ

のまわりに白いビラビラ

したものがたくさんつい

ています。 

毒が強いので、絶対に食

べないようにしてくださ

い。 

ミドリニガイグチ 

夏から秋に林の中の地面か

ら顔を出しているのが 

たくさん見つかります。 

茶色からオリーブ色をした

大きなキノコです。 

毒キノコではありません

が、食べないようにしまし

ょう。 

ベニイグチ 

夏から秋に林の中の地面

によく生えています。 

赤っぽい茶色で、かさの

まわりは黄色です。 

食べられるかどうかは分

かっていません。 

オニイグチ 

夏から秋に林の中の地面か

ら生えています。 

白くて大きいキノコでおい

しそうに見えますが、口に入

れないようにしてください。 

シロオニタケ 

夏から秋に林や野原で地面か

ら生えています。 

おまんじゅうのように丸くて

真っ白ですが、食べられるかど

うかはまだ分かっていません。 

ドクベニタケ 

夏から秋に林の中で地面にたくさん生え

ています。赤いのでよく目立ちます。 

毒があるので食べてはいけません。 
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キノコの世界 

キノコと言えば、かさの開いたマッタケやシイタケを思

いうかべますが、形がキノコらしくないキノコの仲間も

あります。食べられないものがほとんどです。 

キツネノタイマツ 

夏から秋に林の近くの草原

で、にょっきり頭をもたげ

てきます。 

うすいピンク色で細長く、

筆の先のような形をしてい

ます。その筆の先には黒に

近い赤い帽子のようなもの

があります。 

サンコダケ 

夏から秋に林の中の地面

からあらわれます。 

３～４本のタコの足のよ

うなものが立ち上がりま

す。色はピンクから赤色で

す。 

カエンダケ 

夏から秋に林の中で、かれ

た木の近くにあらわれま

す。赤色からピンク色で、

指のような形をしていま

す。毒が強くて、危険です

から絶対にさわらないよ

うにしてください。 

夏から秋に林の中であらわれます。 

土から顔を出した時は白いピンポン

玉のようですが、やがて開いて筆の頭

のような白いキノコがあらわれます。

その頭の先にはオリーブ色のぼうし

のようなものがあります。 

ヒイロタケ 

キクイムシで枯れたコナラ

を切り倒して枝を積んでお

くと、その表面にたくさん

発生します。 

厚い皮のようなキノコで、

赤っぽいオレンジ色をして

います。 

ツチグリ 

夏から秋に林の中のがけ

のような所にあらわれま

す。かっ色でミカンのよう

な形をしていますが、じゅ

くしてくると皮をむいた

ように星形に広がります。 

オオチャワンダケ 

春から秋に畑の横につ

まれた堆肥(たいひ)の中

から発生します。 

茶色で、ふちが欠けたお

茶わんのような形をし

ています。 

スッポンダケ 


	35キノコの世界①　(10.5)　Ｐ８１   ３１８
	36キノコの世界②　(10.5)　Ｐ８２  ３１８
	37キノコの世界③　(10.5)　Ｐ８３  ３１８
	38キノコの世界④　(10.5)　Ｐ８４  ３１８

